
課長名

■ ■ H29 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 5 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無 □ 無

□ 有 ■ 有

（実績） （役割分担）

　高校については、「新たな部活動指導体制推進事業」（教職員課）
を活用

市町との連携状況 　派遣した学校からの報告内容を情報提供 他県の状況

　　書写教育の推進

　　　（１）書写指導員の派遣
　          ・県内の小学校・中学校のうち、書写について実技指導の補助が必要な学校に外部指導者を派遣
　

      （２）書写指導員研修の実施
            ・書写指導員の指導技能向上のための実技講習会を実施

［受益者］ 児童生徒・教員 ［想定される受益者数］

前事業の有無・実績
関連事業の有無・

役割分担

事業名 事業名 新たな部活動指導体制推進事業

政　　策  〔 夢と希望を持ち、ふくいを愛する子どもの育成

［解決すべき問題・課題］

　　児童・生徒の書写技能を高めるため、学校と書写指導員との連携をさらに強化していく必要がある。

［事業目的］

　　書道団体と連携して、書写指導員を学校に派遣し、児童・生徒の書写技能と教員の指導技術の向上を図る。

そ の 他

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 学びを伸ばす
関連する県の計画等 〔 教育振興基本計画 〕

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 R6

補助率 － 法 定 受 託 事 務

課名 生涯学習・文化財課 髙橋　道男

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度

書写指導員派遣事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 教育庁



課長名

■ ■ H29 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 5 年

平成２９年度 30年度 令和元年度 ２年度

3,701 3,061 3,074 2,695

3,701 3,061 3,074 2,695

2,850 2,388 2,892

［成果指標等の推移］

平成29年度 30年度 令和元年度 ２年度

(60)

79 64 70 67

縮減

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し

休止 □ 完了

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた令和３年度の変更点 事業評価

・書写指導員派遣　67校（小学校58校　中学校8校　特別支援（中等
部）1校)

□ 拡充

活動指標
書写（書道）指導員が
サポートする学校数

(目標) (60) (60) (60)
　令和6年度までに300校を目指す。

実績

見直し額

■ 継続 □

□

成果指標
(目標)

前年度までの
主な増減理由

令和2年度から、高校については、「新たな部活動指導体制推進事業」（教職員課）を活用

区　　　　　　分 ３年度 中間目標 最終目標 目標・指標の考え方・積算根拠

　児童・生徒の書写技能および教員の指導技術の向上を図るための事
業であり、定量的に成果を把握することは困難である

実績

当 初 予 算 額 の 推 移 2,695

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３年度 令和３年度予算額の増減理由

予算額 2,695 2,695

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源 国庫、その他財源の名称等

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 R6

補助率 － 法 定 受 託 事 務

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算
事業
開始
年度

そ の 他

書写指導員派遣事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 教育庁 課名 生涯学習・文化財課 髙橋　道男



課長名

■ □ R3 年度

■ 経過年数 年度

□ □ - 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無 ■ 無

□ 有 □ 有

（実績） （役割分担）

市町との連携状況 他県の状況

　
　○社会教育関係団体の活動プログラムをリスト化し、公民館等に配布

　○社会教育関係団体が地域と連携して活動を実施した場合、参加人数に応じて活動費を補助　等

［受益者］ ［想定される受益者数］

前事業の有無・実績
関連事業の有無・

役割分担

事業名 事業名

政　　策  〔 夢と希望を持ち、ふくいを愛する子どもの育成

［解決すべき問題・課題］

　　地域コミュニティの中核を担ってきた社会教育関係団体の会員数が減少し、団体活動が衰退しているため、団体の活性化を図る必要がある。

［事業目的］

　　社会教育関係団体が実施するSDGsの理念に沿った活動を支援することにより、団体のさらなる活性化を図る。

そ の 他

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 学びを伸ばす
関連する県の計画等 〔 教育振興基本計画 〕

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 R5

補助率 1/2 法 定 受 託 事 務

課名 生涯学習・文化財課 髙橋　道男

事業主体 社会教育関係団体
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度

社会教育関係団体活性化事業

区分 新規 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 教育庁



課長名

■ □ R3 年度

■ 経過年数 年度

□ □ - 年

平成２９年度 30年度 令和元年度 ２年度

［成果指標等の推移］

平成29年度 30年度 令和元年度 ２年度

縮減

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し

休止 □ 完了

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた令和３年度の変更点 事業評価

□ 拡充

活動指標 社会教育関係団体活動数
(目標) (50) (50) (50)

社会教育関係団体が地域と連携して実施した活動数

実績

見直し額

□ 継続 □

□

成果指標
社会教育関係団体の会員
数の平均値

(目標) (52) (51)

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ３年度 中間目標 最終目標 目標・指標の考え方・積算根拠

Ｈ21の社会教育関係団体の会員数を100として、会員数の平均値

実績

(49)

当 初 予 算 額 の 推 移 3,946

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３年度 令和３年度予算額の増減理由

予算額 3,946 3,946

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源 国庫、その他財源の名称等

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 R5

補助率 1/2 法 定 受 託 事 務

事業主体 社会教育関係団体
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算
事業
開始
年度

そ の 他

社会教育関係団体活性化事業

区分 新規 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 教育庁 課名 生涯学習・文化財課 髙橋　道男



課長名

■ ■ H26 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 8 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無 □ 無

□ 有 ■ 有

文化財指定促進事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 教育庁

県1/2 法 定 受 託 事 務

課名 生涯学習・文化財課 髙橋　道男

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度

政　　策  〔 夢と希望を持ち、ふくいを愛する子どもの育成

［解決すべき問題・課題］

　　貴重な財産を失わないよう、文化財の指定を促進していく必要がある。

［事業目的］

　　県民の財産である文化財を保存し、学校教育や観光への活用を図るため、国指定等に向けた調査を推進する。

そ の 他

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 学びを伸ばす
関連する県の計画等 〔 福井県文化財保存活用大綱 〕

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営、補助 補 助 金 R6

補助率

（実績） （役割分担）

　県指定文化財の指定について審議等を行う

市町との連携状況 他県の状況

　〇指定候補文化財の調査
　　・三田村家文書・歴史資料
　　・大瀧神社文書・歴史資料
　　・戸祝い行事
　　・若狭能倉座の神事能調査事業　　等
　
　○文化財調査特別顧問の配置

［受益者］ ［想定される受益者数］

前事業の有無・実績
関連事業の有無・

役割分担

事業名 事業名 文化財保護審議会



課長名

■ ■ H26 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 8 年

平成２９年度 30年度 令和元年度 ２年度

17,312 15,469 11,007 7,281

13,616 14,893 7,000 4,182

11,931 13,297 6,130

［成果指標等の推移］

平成29年度 30年度 令和元年度 ２年度

(12) (12) (12) (12)

13 14 1 11

(27) (27) (27) (27)

25 29 28 24

そ の 他

文化財指定促進事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 教育庁 課名 生涯学習・文化財課 髙橋　道男

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源 国庫、その他財源の名称等

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営、補助 補 助 金 R6

補助率 県1/2 法 定 受 託 事 務

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算
事業
開始
年度

当 初 予 算 額 の 推 移 6,647

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

国宝重要文化財等保存・活用事業費補助金

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３年度 令和３年度予算額の増減理由

予算額 6,647 1,450 5,197

成果指標 文化財の新指定件数
(目標) (12) (12)

前年度までの
主な増減理由

Ｒ元　　大音家文書調査完了（H30）に伴う減
Ｒ２　　三方観音御手足調査完了（R元）に伴う減

区　　　　　　分 ３年度 中間目標 最終目標 目標・指標の考え方・積算根拠

令和元年度は3月に予定していた文化財保護審議会が、コロナの影響に
より、開催できなかったため、実績1件となっている。

実績

(12)

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた令和３年度の変更点 事業評価

・三田村家文書、大瀧神社文書の歴史資料調査に着手

□ 拡充

活動指標 文化財調査件数
(目標) (27) (27) (27)

実績

見直し額

■ 継続 □

□ 縮減

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し

休止 □ 完了



課長名

■ □ H27 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 7 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無 ■ 無

□ 有 □ 有

福井の文化財緊急修理事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 教育庁

国庫補助残の1/3 法 定 受 託 事 務

課名 生涯学習・文化財課 髙橋　道男

事業主体 各市町
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度

政　　策  〔 文化・スポーツがふくいの活力

［解決すべき問題・課題］

　　福井県の魅力を発信するうえで、文化財を修理し、活用していくこと、また崩壊する恐れがある文化財について、緊急的に修理が必要である。

［事業目的］

　　歴史的魅力にあふれた文化財群を修理・整備することにより、福井県の魅力発信する手段として活用する。

そ の 他

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 楽しみを広げる
関連する県の計画等 〔 福井県文化財保存活用大綱 〕

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 R6

補助率

　　重要文化財のうち、崩壊の危機など緊急性の高いものにかかる修理事業を支援

　　　・柴田氏庭園　　建造物復元工事、庭園植栽整備工事
　　　・大安寺　　　　建造物半解体工事（本堂、鐘楼解体、山門組立）

［受益者］ ［想定される受益者数］

前事業の有無・実績
関連事業の有無・

役割分担

事業名 事業名

（実績） （役割分担）

市町との連携状況 他県の状況



課長名

■ □ H27 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 7 年

平成２９年度 30年度 令和元年度 ２年度

39,223 31,664 32,499 25,499

37,893 30,877 26,316 12,166

34,169 30,818 23,229

［成果指標等の推移］

平成29年度 30年度 令和元年度 ２年度

(100) (100) (100) (100)

100 100 100 100

(4) (3) (2) (2)

4 3 2 2

福井の文化財緊急修理事業

部局名 教育庁 課名 生涯学習・文化財課 髙橋　道男

事業主体 各市町
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 R6

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額 19,739 19,739

国庫補助残の1/3 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３年度 令和３年度予算額の増減理由

当 初 予 算 額 の 推 移 19,739

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ３年度 中間目標 最終目標 目標・指標の考え方・積算根拠

活動指標 補助金の交付件数
(目標) (2) (2)

成果指標
緊急修理が必要な文化財
の総数に対する補助件数
割合（％）

(目標) (100) (100)

(2)

実績

実績

(100)

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた令和３年度の変更点 事業評価

・柴田氏庭園　　建造物復元工事、庭園植栽整備工事
・大安寺　　　　建造物半解体修理工事（本堂、山門解体）

□ 拡充 □ 縮減

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了



課長名

■ □ R2 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 2 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無 ■ 無

□ 有 □ 有

指定文化財防火対策推進事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 教育庁

事業費の1/6または1/2 法 定 受 託 事 務

課名 生涯学習・文化財課 髙橋　道男

事業主体 各市町、所有者
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度

政　　策  〔 文化・スポーツがふくいの活力

［解決すべき問題・課題］

　　県内文化財の老朽化や機能低下した防火設備を改修する必要がある。

［事業目的］

　　文化財を火災から護るため、防火設備の整備を支援し、設備の早期設置および改修を推進する。

そ の 他

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 楽しみを広げる
関連する県の計画等 〔 福井県文化財保存活用大綱 〕

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 R3

補助率

（実績） （役割分担）

市町との連携状況 他県の状況

　　自動火災報知機等の防火設備、消火設備の設置および改修を推進

［受益者］ ［想定される受益者数］

前事業の有無・実績
関連事業の有無・

役割分担

事業名 事業名



課長名

■ □ R2 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 2 年

平成２９年度 30年度 令和元年度 ２年度

51,808

32,620

［成果指標等の推移］

平成29年度 30年度 令和元年度 ２年度

(90)

(18)

そ の 他

指定文化財防火対策推進事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 教育庁 課名 生涯学習・文化財課 髙橋　道男

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源 国庫、その他財源の名称等

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 R3

補助率 事業費の1/6または1/2 法 定 受 託 事 務

事業主体 各市町、所有者
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算
事業
開始
年度

当 初 予 算 額 の 推 移 15,200

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３年度 令和３年度予算額の増減理由

予算額 15,200 15,200

成果指標 防火設備の設置率(％)
(目標) (100) (90)

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ３年度 中間目標 最終目標 目標・指標の考え方・積算根拠

実績

(100)

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた令和３年度の変更点 事業評価

□ 拡充

活動指標 補助金交付件数
(目標) (5) (18) (23)

実績

見直し額

■ 継続 □

□ 縮減

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し

休止 □ 完了



課長名

■ ■ R2 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 2 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無 ■ 無

□ 有 □ 有

文化財継承基盤整備事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 教育庁

― 法 定 受 託 事 務

課名 生涯学習・文化財課 髙橋　道男

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度

政　　策  〔 文化・スポーツがふくいの活力

［解決すべき問題・課題］

　　少子高齢化等の社会状況に対応し、県内文化財の保存・活用に向けた方針である「福井県文化財保存活用大綱」に基づき、文化財を次世代に
　確実に継承していく必要がある。

［事業目的］

　　文化財の計画的な保存・活用に向けて、ホームページのリニューアルや文化財の調査を実施し、調査結果を学校教育等で活用することにより、文化財への愛着、
　保護意識の醸成に努め、文化財を次世代に継承していくための基盤を整備する。

そ の 他

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 楽しみを広げる
関連する県の計画等 〔 福井県文化財保存活用大綱 〕

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 R6

補助率

（実績） （役割分担）

市町との連携状況 文化財の保存状況等の調査について、市町の専門職員と連携して調査 他県の状況

　○ホームページ「福井の文化財」の運用
　　・文化財の魅力を発信し、広く社会に周知
　
　○国・県指定文化財の所在確認等調査
　　・所在場所、所有者（管理者）等の確認
　　・文化財の保存状況等の調査　　　　　等

　○県指定文化財台帳の更新・デジタル化、国指定文化財台帳のデータベース作成

［受益者］ ［想定される受益者数］

前事業の有無・実績
関連事業の有無・

役割分担

事業名 事業名



課長名

■ ■ R2 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 2 年

平成２９年度 30年度 令和元年度 ２年度

9,412

5,334

［成果指標等の推移］

平成29年度 30年度 令和元年度 ２年度

(10)

9

(34)

21

そ の 他

文化財継承基盤整備事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 教育庁 課名 生涯学習・文化財課 髙橋　道男

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源 国庫、その他財源の名称等

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 R6

補助率 ― 法 定 受 託 事 務

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算
事業
開始
年度

当 初 予 算 額 の 推 移 1,158

文化財ホームページのリニューアル完了に伴う減２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３年度 令和３年度予算額の増減理由

予算額 1,158 1,158

成果指標
出前授業・出前講座の開
催回数

(目標) (20)

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ３年度 中間目標 最終目標 目標・指標の考え方・積算根拠

文化財調査結果を学校教育等で活用
※目標は年間

実績

(20)

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた令和３年度の変更点 事業評価

・「福井の文化財」ホームページをリニューアル

□ 拡充

活動指標 文化財調査件数
(目標) (149) (494) 調査対象文化財の総数494件を５か年で調査

※目標は累計
実績

見直し額

■ 継続 □

□ 縮減

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し

休止 □ 完了



課長名

■ ■ H15 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 19 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無 ■ 無

□ 有 □ 有

子どもの読書活動推進事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 教育庁

― 法 定 受 託 事 務

課名 生涯学習・文化財課 髙橋　道男

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度

政　　策  〔 夢と希望を持ち、ふくいを愛する子どもの育成

［解決すべき問題・課題］

　　読書を取り巻く状況の変化に対応し、子どもたちに読書をさらに好きになってもらうための環境づくりをしていく必要がある。

［事業目的］

　　子どもが自主的に本に親しみ、みんなで読書を楽しむ環境づくりのために、家庭、地域、学校において子どもの読書活動を推進する。

そ の 他

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 学びを伸ばす
関連する県の計画等 〔 第３次福井県子どもの読書活動推進計画 〕

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 R6

補助率

（実績） （役割分担）

市町との連携状況 他県の状況

　○全ての活動の基礎となる取り組み
　　　成長段階に応じ選定した推奨図書の普及啓発　等
　〇家庭における読書活動推進
　　　PTA活動と連携した講座の開催　等
　〇地域における読書活動推進
　　　同年代に読書の楽しさを伝える「ジュニア司書」の養成
　　　小学生向けに図書館で１泊２日の読書キャンプの開催　　等
　〇学校における読書活動推進
　　　幼稚園教諭、保育士向け研修会の開催　等

［受益者］ ［想定される受益者数］

前事業の有無・実績
関連事業の有無・

役割分担

事業名 事業名



課長名

■ ■ H15 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 19 年

(諸）

平成２９年度 30年度 令和元年度 ２年度

264 694 792 3,077

264 694 792 3,077

59 684 666

［成果指標等の推移］

平成29年度 30年度 令和元年度 ２年度

(200) (200) (200) (325)

380 278 229

(10) (10) (10) (28)

22 14 11

そ の 他

子どもの読書活動推進事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 教育庁 課名 生涯学習・文化財課 髙橋　道男

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源 国庫、その他財源の名称等

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 R6

補助率 ― 法 定 受 託 事 務

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算
事業
開始
年度

当 初 予 算 額 の 推 移 4,475

小冊子掲載の推奨図書の購入に伴う増２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

諸収入　読書キャンプイベント保険料

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３年度 令和３年度予算額の増減理由

予算額 4,475 8 4,467

成果指標 講座等の参加者数
(目標) (325) (325)

前年度までの
主な増減理由

Ｒ２　　第３次福井県子どもの読書活動推進計画に基づく新事業実施に伴う増

区　　　　　　分 ３年度 中間目標 最終目標 目標・指標の考え方・積算根拠

子どもの読書を普及啓発する講座を対象とする

実績

(325)

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた令和３年度の変更点 事業評価

□ 拡充

活動指標 講座等の開催回数
(目標) (28) (28) (28)

子どもの読書を普及啓発する講座を対象とする

実績

見直し額

■ 継続 □

□ 縮減

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し

休止 □ 完了



課長名

■ ■ H19 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 15 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無 ■ 無

□ 有 □ 有

「白川文字学」普及活動事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 教育庁

― 法 定 受 託 事 務

課名 生涯学習・文化財課 髙橋　道男

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度

政　　策  〔 夢と希望を持ち、ふくいを愛する子どもの育成

［解決すべき問題・課題］

　　幅広い世代に白川文字学を普及していく必要がある。

［事業目的］

　　幅広い世代に、白川静博士の業績や白川文字学について学ぶ場を提供し、白川文字学の普及を図る。

そ の 他

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 学びを伸ばす
関連する県の計画等 〔 福井県教育振興基本計画 〕

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 R6

補助率

（実績） （役割分担）

市町との連携状況 白川文字学に関する出前講座を公民館などで実施 他県の状況

　〇「白川文字学ゼミ」の開催

　〇「白川文字学こども漢字教室」の開催

　〇「白川静漢字教育賞」の開催

　〇出前講座の実施

［受益者］ ［想定される受益者数］

前事業の有無・実績
関連事業の有無・

役割分担

事業名 事業名



課長名

■ ■ H19 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 15 年

平成２９年度 30年度 令和元年度 ２年度

11,169 11,286 9,699 1,742

11,269 11,386 6,902 1,742

9,866 9,927 5,875

［成果指標等の推移］

平成29年度 30年度 令和元年度 ２年度

(20,000) (500)

15,056 12,476 10,369 517

(15,000) (12)

9,738 12,974 16,035 16

そ の 他

「白川文字学」普及活動事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 教育庁 課名 生涯学習・文化財課 髙橋　道男

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源 国庫、その他財源の名称等

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 R6

補助率 ― 法 定 受 託 事 務

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算
事業
開始
年度

当 初 予 算 額 の 推 移 1,506

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３年度 令和３年度予算額の増減理由

予算額 1,506 1,506

成果指標
「白川文字学の室」
入室者数

(目標) (500) (500)

前年度までの
主な増減理由

Ｒ元　　副読本の内容を見直したことなどに伴う減
Ｒ２　　副読本の作成とりやめ、書写指導員の派遣の予算組み替えに伴う減

区　　　　　　分 ３年度 中間目標 最終目標 目標・指標の考え方・積算根拠

令和元年度までに年間2万人を目指す
令和2年度からは漢字学習講座等への参加者数年間500人を目指す

実績

(500)

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた令和３年度の変更点 事業評価

・白川文字学ゼミ　　　　　　　3回実施
・白川文字学こども漢字教室　　8回実施
・県内外における講座　　　　　1回実施
・集まれ！「わたしの漢字」展　4回実施

□ 拡充

活動指標
漢字学習講座等への
参加者数

(目標) (12) (12) (12) 令和元年度までに累計1万5千人を目指す（実績は累計）
令和2年度からは漢字学習講座等への開催数年間12回開催を目指す

実績

見直し額

■ 継続 □

□ 縮減

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し

休止 □ 完了


